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1.　はじめに

保育所保育指針の第13章（3）項に子育て支援相談機能を有することなどが記載され、これを受けて、自治体によっての格差は大きいものの、保育相談に関する何らかの機関等が設けられるようになった。学会の動向としても、日本臨床心理士会に部会が設けられていたり、本保育学会に於いてもシンポジウムが開かれ、資格について検討されることなど、各方面から相談スキルの養成は急務とされている。

ところで、幼稚園教諭および保育士養成機関においても、当然、学生に対し授業に於いてこれらの内容については指導をしており、常に自分が実践的に使える能力として知識や技能を習得することをめざしている。特に、コミュニケーションの希薄化が叫ばれる今日に於いて、職業としてのみならず、日常に於いてもコミュニケーション能力の希薄さが心配される学生も少なくない。また、近年、苦情処理への対応や、特に、"モンスターペアレント問題"に関して、保護者への適切な対応ができるか不安であると呈する学生が増えていることも事実である。

そこで、本学では、教職科目「教育相談」以外に、「カウンセリング特論」を別に設け、さらに「ピアヘルパー」資格（日本教育カウンセラー協会認定）を取得できるカリキュラムを導入し、特に、カウンセリング実技の教育に力を入れてきた。実技教育の方法としては、玉瀬（1998）を参考にマイクロカウンセリングの手法を利用している。その結果、学生達のコミュニケーション能力の向上に役立つばかりでなく、実際に保育実習や将来への職能不安の解消に役立ってきたと考えている。そこで本研究では、学生の間でどのような意識変化が見られるようになったのかを詳述していきたい。
2. 方　法

調査期間：平成19年7月14日〜28日

調査対象：保育職志望の短期大学２回生120名

材料：調査用紙１部

　調査項目は予備調査により、挙げられたもののうち上位30項目（例：保護者の立場に立った話しかけができるようになりたい）である。これらを本調査の趣旨に合わせて、「〜ができる能力が身についたと思う」という文末（例：保護者の立場に立った話しかけができるような能力が身についたと思う）にして、質問項目を作成している。なお、回答欄は６段階評定法（6.とてもそう思う〜1.全くそう思わない）により設定している。

3.　結　果

　　表１　「カウンセリング特論」授業終了時の学生の自己評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　　　標準偏差
Ｔ1　　　友達の話を上手に聞けるようになったと思う　　　　　　　　　4.14　　　　0.824

Ｔ2　　　保護者の悩みに共感できるようになったと思う　　　　　　　　4.11　　　　0.886

Ｔ3　　　周りで困っている人の相談に応じられるようになったと思う　　4.28　　　　0.909

Ｔ4　　　保護者の主張にも寛容になれるようになったと思う　　　　　　3.61　　　　0.907

Ｔ5　　　グループ内でリーダーシップが発揮できるようになったと思う　3.66　　　　1.022

Ｔ6　　　保護者に積極的なアドバイスができるようになったと思う　　　3.68　　　　0.907

Ｔ7　　　友人間のトラブル仲裁ができるようになったと思う　　　　　　3.95　　　　1.020

Ｔ8　　　保護者面談に前向きに取り組めるようになったと思う　　　　　3.70　　　　1.115

Ｔ9　　　周囲に自分からアドバイスができるようになったと思う　　　　4.06　　　　0.948

Ｔ10　　保護者の言動から心の内面を察せられるようになったと思う　　 4.02　　　　0.892

Ｔ11　　教育・保育職として専門性を高めることができたと思う　　　　 4.35　　　　1.002

Ｔ12　　子どもに上手に話しかけることができるようになったと思う　　 4.26　　　　1.005

Ｔ13　　子どもの気持ちを察することができるようになったと思う　　　 4.39　　　　0.930

Ｔ14　　保護者との率直な会話ができるようになったと思う　　　　　　 3.95　　　　0.943

Ｔ15　　保護者に適切かつ必要な主張ができるようになったと思う　　　 3.59　　　　1.062

Ｔ16　　友達の主張に対し、聞き上手になったと思う　　　　　　　　　 4.51　　　　1.013

Ｔ17　　子育て支援室での相談の仕事もできるようになったと思う　　　 3.26　　　　0.842

Ｔ18　　相手の心を深く理解できるようになったっと思う　　　　　　　 4.13　　　　0.942

Ｔ19　　コミュニケーションの実践力が身に付いたと思う　　　　　　　 4.57　　　　1.092

Ｔ20　　会話の中で冷静な見方ができるようになったと思う　　　　　　 4.37　　　　1.016

表１の結果と共に全20項目を対象に主因子法・Varimax回転による因子分析を行い、固有値の減衰状況および因子の解釈可能性を考慮して表２の通り３因子解を抽出した。信頼性を示すクロンバックのα係数も全て.75以上と高い値を示した。

４.　考　察

上記の結果より、(1)基本的コミュニケーション能力、（2）保護者との主体的コミュニケーション能力、（3）気遣いのあるコミュニケーション能力の３つの観点において学生が実践的に学ぶことができたと実感できていることが伺えた。
　表２　学生の自己評価項目への回答についての因子分析の結果　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　２　　　　３

Ｔ19　　コミュニケーションの実践力が身に付いたと思う　　　　　　 0.821　　0.099　　0.255

Ｔ20　　会話の中で冷静な見方ができるようになったと思う　　　　　 0.754　　0.265　　0.088

Ｔ16　　友達の主張に対し、聞き上手になったと思う　　　　　　　　 0.712　　0.125　　0.272

Ｔ18　　相手の心を深く理解できるようになったっと思う　　　　　　 0.609　　0.159　　0.133

Ｔ11　　教育・保育職として専門性を高めることができたと思う　　　 0.555　　0.207　　0.269

T1　　 友達の話を上手に聞けるようになったと思う　　　　　　　　　0.435　　0.343　　0.427

Ｔ7　　友人間のトラブル仲裁ができるようになったと思う　　　　　　0.400　　0.324　　0.340

Ｔ15　　保護者に適切かつ必要な主張ができるようになったと思う　　 0.330　　0.706　　0.005

Ｔ14　　保護者との率直な会話ができるようになったと思う　　　　　 0.318　　0.685　　0.174

Ｔ8　　保護者面談に前向きに取り組めるようになったと思う　　　　　0.053　　0.668　　0.164

Ｔ17　　子育て支援室での相談の仕事もできるようになったと思う　　 0.085　　0.630　 -0.009

Ｔ6　　保護者に積極的なアドバイスができるようになったと思う　　　0.168　　0.556　　0.253

Ｔ5　　グループ内でリーダーシップが発揮できるようになったと思う　0.105　　0.484　　0.385

Ｔ10　　保護者の言動から心の内面を察せられるようになったと思う　 0.426　　0.467　　0.196

Ｔ2　　保護者の悩みに共感できるようになったと思う　　　　　　　　0.355　　0.433　　0.234

Ｔ12　　子どもに上手に話しかけることができるようになったと思う　 0.164　　0.084　　0.759

Ｔ13　　子どもの気持ちを察することができるようになったと思う　　 0.349　　0.175　　0.747

Ｔ3　　周りで困っている人の相談に応じられるようになったと思う　　0.422　　0.124　　0.512

Ｔ9　　周囲に自分からアドバイスができるようになったと思う　　　　0.336　　0.293　　0.414

Ｔ4　　保護者の主張にも寛容になれるようになったと思う　　　　　　0.080　　0.365　　0.310
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ピアスーパーバイザーからのコメント

本論文は、今日の大学教育における○○に関する問題に注目されており、多くの教員が共有すべき知見であると思われます。中でも、○○については、これからの様々な教育活動の中で改善が求められる内容であると思われます。この知見が○○のような形で、より多くの先生にご理解いただけることを願っております。（担当：甲陽園一郎）
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